
１【 仙台市立 立 町 小学校 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立町小学校は，明治６年７月７日，第７番小学校として開校し，明治９年

からは「琢玉小学校」と称しました。明治１２年に「立町小学校」と改称し

ましたが，「玉不琢不成器（玉みがかざれば器をなさず）」の向学心を受け継

いできています。土井晩翠先生もこの立町小学校で学びました。 

平成１５年には，先生の偉業の一端を知ることができる「土井晩翠校歌資

料室」ができあがりました。是非お立ち寄りください。 

立町小学校の校歌は，大正１４年につくっていただき，機会あるごとにい

つも心を込めて歌っています。歌詞の最後に「努めて倦まず身を立てて，国

と民とのためつくせ」という言葉がありますが，晩翠先生が立町小学校の児

童に託した強い想いを感じることができます。そんな晩翠先生の想いを汲み

ながら立町小学校の校歌を歌います。どうぞお聞きください。 

２【 仙台市立 木町通 小学校 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木町通小学校は 校歌の歌詞にもあるように明治６年に「第４番小学校」と

して開校しました。初代校長矢野成文先生が名付け親となり明治９年「培根小

学校」と改名、昭和２２年に「仙台市立木町通小学校」となり、現在に至って

います。 

 土井晩翠先生は、入学から立町小学校へ転校するまでの３年間を本校で過ご

されました。昭和２２年、天皇陛下の行幸を記念して晩翠先生にお願いしてつ

くっていただいたのが、この校歌だそうです。先生にとって、校歌としては一

番最後の作です。「今回は特別に、生まれて初めて童話調で書いてみました」

とのご本人のお言葉が残されています。当時の校歌のイメージとは全く違った、

新しいかたちの校歌だったようです。 

 今年は１４５周年。春は満開の桜、秋には黄金色の銀杏に見守られながら、

４７５名の子供たちが元気いっぱい過ごしています。   

 



３【 仙台市立 片平丁 小学校  】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片平丁小学校は明治６年，五番小学校として開校しました。卒業生には，

文化勲章を受章された志賀潔氏や野副鉄男氏，西澤潤一氏をはじめ多くの著

名人がおります。 

 本校は，西に広瀬川と青葉山をのぞみ，学区内に瑞鳳殿もあり，自然や歴

史的な環境に恵まれた地域にあります。現在５２７名の児童が，「身に智を

集め技修め 一日も夢と過ごしまじ」の歌詞のように，いきいきと学校生活

を送っています。 

 また，春は「片平地区みんなの大運動会」，夏は「かたひら夏祭り」秋は

「かたひら waiwai 広場」，冬は「餅つき大会」と，季節ごとに地域の皆さ

んと楽しむ行事があります。 

 大正３年に制定された校歌は，毎年行われる同窓会や姉妹校として交流し

ている北海道白老町の白老小学校でも歌われるなど，大切に歌い継がれてい

ます。今日は，ブラスバンドの有志が，校歌を披露します。どうぞお聞きく

ださい。 

 

４【 仙台市立 第二中学校 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仙台市立第二中学校は，昭和２５年に開校，昨年度は７０周年の記念式典

を行いました。 

学都仙台の中心部に位置しており，学区内には，美術館をはじめ，多くの

文化公共施設があります。春の「青葉まつり」，冬の「光のページェント」

など，仙台の代表的なイベントにも参加する機会があり，身近に感じていま

す。  

また，西に自然豊かな青葉山，その山里を流れる清流豊かな広瀬川など，

自然にも恵まれております。 

 北五番丁高等小学校は，大正４年４月，現在の第二中学校の場所に開校い

たしました。校歌はもちろん土井晩翠先生の作詞によるものです。本日は，

吹奏楽部１・２年生と生徒会執行部の合同チームによる校歌披露とさせてい

ただきます。どうぞ，お聴きください。 



５【 尚絅学院中学校・高等学校 】 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
私達が卒業した尚絅女学院（現尚絅学院）中高部は，26 年前の 1892 年に創立されま

した。現在は幼稚園，中学校，高等学校，大学そして大学院をもつ学院となっておりま

す。キリスト教主義の女学校として創立 25 年を迎えた 1917 年（大正 6 年）に，土井晩

翠先生作詞・佐々木英先生作曲による「校歌」が作られました。 

2003年に大学が新設され尚絅学院と改称，2010年に新しい「学院歌」が制定されまし

た。中学校・高校も 2008年に共学となり「校歌」は歌われなくなりましたが，中学・高

校の合唱団が歌い継いでいます。 

尚絅学院同窓会「ぶどうの会」は，同窓会会員の中から「賛美歌を歌う会が欲しい」

という願いが寄せられ，2004 年 11 月に発足しました。賛美歌・校歌・学院歌・楽しい

歌等を歌い練習（年間 10回）をして，毎年「シオンの園」「ありのまま舎」で訪問コン

サートを行い，同窓会の行事でも歌っています。 

尚絅の精神が盛り込まれている校歌は，全員大好きで，生き方の指針となっておりま

す。今回は中高生が出演できず淋しいですが，私達「ぶどうの会」がお届けいたします。 

６【 福島県立安達高等学校 】 

福島県立安達高等学校 同窓会 仙台支部（仙台まゆみ会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県立安達高等学校は大正１２年（１９２３年），福島県立安達中学校とし

て福島県安達郡二本松町（現二本松市）に創立され，５年後には創立百周年を

迎える伝統ある高校であります。校名・校章は万葉集に「陸奥の安達太良の真

弓」と詠われたことに由来し，校名には「安達」，校章には「真弓の花」を象っ

たものです。また，同窓会の通称も「まゆみ会」になっております。真弓は強

靱でしなやかで古代弓の材料として用いられ，その花は清楚でその実は誠実さ

を表すとしてその精神は「教育目標」に掲げられています。そしてその実施項

目として「国際人の育成」「勉強と部活の両立」「環境と開発を考える」を推進

し，結果平成２４年１２月本本県初となるユネスコスクールの承認を受け国内

外を問わず積極的に活動を続けております。 

同窓生は文化勲章受章の故高橋信博士をはじめ，国内外，各分野で広く活躍

しております。 

校歌は，各校の生い立ちを起点に未来へ広がる希望を歌うもの。 

土井晩翠先生が想を込めて作詞された校歌を精一杯歌います。 
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７【 福島県立福島高等学校 】 

福島県立福島高等学校 同窓会（みやぎ梅苑会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は，１８９８年（明治３１年）に福島県第三尋常中学校として福島
県福島市に開校し，その後，福島県第三中学校，福島県立福島中学校と改
称され，昭和２３年の学制改革に伴い「福島県立福島高等学校」と改称開
設され現在に至っております。 
この校歌は，母校創立２５周年記念事業の一環として作成され，母校の

二宮敬三先生が土井晩翠先生に委嘱しました。土井先生は自ら作詞し，作
曲を中田章先生に依頼し，１９２３年に完成しました。作曲の中田先生は，
「めだかの学校」「小さい秋みつけた」「夏の思い出」などを作曲した中田
喜直先生の父親で，「早春賦」を作曲したことで知られています。 
その校歌の詩には，母校の佇まいや，徽章の梅に込められた「清らかで

あれ」「勉励せよ」「世のためたれ」の精神が見事に詠まれており，学校は
その後，旧制中学校から新制高校に変わり，生徒数も増え，２００３年か
らは男女共学となりましたが，歌詞はそのまま歌い継がれています。  
私達は，宮城県在住の同窓生の集まりで，母校の徽章が梅の花であるこ

とから「みやぎ梅苑会」と称し，１９９６年再建設立以来，年１回の総会・
懇親会をはじめ，母校の支援などさまざまな活動を行っています。 
今日は，母校を誇りとし歌詞の意味を噛みしめながら，一同心を込めて

歌わせて頂きます。 

８【 岩手中学校・岩手高等学校 】 

岩手中学校・岩手高等学校 同窓会（石桜同窓会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の前身である旧制岩手中学校は大正 15年 4 月に創立され、戦後の学制改革により

新制岩手中学校・岩手高等学校としてスタートしました。岩手県唯一の男子中高一貫校

にして、盛岡市にある国の天然記念物「石割桜」を象徴とする「不撓不屈」「質実剛健」

のいわく「石桜精神」の気風を涵養し、社会的有意な人材育成を目指す私学校でありま

す。ご紹介する校歌は開校 2 年後の昭和 3 年 1 月に土井晩翠先生の作詞、山田耕筰先生

の作曲により誕生しました。これは所謂晩翠調とも言える七五調・五言詩で、曲調は軽

快なテンポで雄麗さがあります。その一番は「石割桜」の力強さが、二番には校訓の「積

慶・重暉・養正」を組み入れ、三番は学園での友情を、そして四番では郷里の山河が称

えられ、詠み込まれております。 

我々はこの校歌に限りない愛と誇りを持っており、本日ここに石桜同窓有志一同心を

込めて歌わせて頂きます。岩手中学校・岩手高等学校校歌です。 



 

９【 秋田県立秋田高等学校 】 

秋田県立秋田高等学校同窓会仙台支部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋田県立秋田高等学校は、1873 年・明治 6年に現在の秋田市に創立され、今年で 145 年

目となります。今年 4月現在の在籍生徒数は男子 455人、女子 377人、合計 822 人です。 

  今年の第１００回全国高校野球選手権で秋田県の金足農業が準優勝しましたが、秋田

県勢としては第１回大会以来の１０３年ぶりの決勝進出と言われました。その 1915 年・

大正 4 年の第１回大会で惜しくも京都二中に敗れたものの決勝に進出したのが、わが母

校の前身である秋田中学でした。さて、秋田高校校歌は、1922 年（大正 11 年）に制定

され。作詞は当時の同窓会長が二高（現東北大学）時代の恩師の土井晩翠先生に依頼し、

作曲は「城ヶ島の雨」などを作曲された梁田貞（やなだただし）先生です。 

歌詞にある「わが生わが世の天職いかに」、「おのれを修めて世のためつくす」は、社

会貢献を歌ったもので卒業生に人気が高く、在校生たちもあらゆる場面で学校生活の目

標としております。秋田高校同窓会は、1915 年（大正 4年）に創立され、現会員 29,000

人余、同仙台支部は 1973 年（昭和 48 年）に発足し、毎年１回支部総会を開いて仙台市

と近くに居住する同窓生の親睦を深めています。 

１０【北海校校友会】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

清秋の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

本日、第９回「土井晩翠先生が作詞した校歌を一緒に歌いましょうの会」が盛会に開

催されました事、心よりお祝い申し上げます。また、実行委員会の皆様、仙台市立立町

小学校関係者の皆様に感謝と御礼を申し上げます。 

 

北海道は札幌より北海高等学校を母校とする「北海校校友会」が参加させて頂く事と

なりました。北海高等学校は、１８８５年（明治１８年）に創立し、今年で１３３年を

迎えました。創始者、大津和多里が青年たちに語りかけた事が北海の源流です。大津氏

は仙台藩士であり、後に札幌農学校（現 北海道大学）に入学。そして、将来有望な青

年たちの為に教育の場へ突き進む事となります。 

北の大地に伝統を刻み続ける第一歩、北海英語学校（後の北海中学、現 北海高等学

校）の始まりでした。その後、戸津高知氏（明治５年仙台生まれ）が北海中学第２代校

長に就任し、「文武両道・質実剛健・百折不撓・自由と正義」という北海の校風を育てら

れました。この戸津氏が同郷の土井晩翠先生に校歌を依頼し、晩翠先生により作詞され、

間もなく 本 居

もとおり

長世

ながよ

氏によって作曲されたという事です。 

このように仙台とのご縁の中で完成された我が校の校歌は、北海精神そのものであり、

卒業して年月が流れようとも消える事のない心の支えとなっております。 

本日は、北海の先人達と土井晩翠先生を偲び、感謝の意を表するとともに、日本三大

校歌と称されております母校北海高等学校校歌を卒業生４万人と在校生の想いを込めて

歌いあげたいと思います。我が校シンボルである応援団 OB会を引き連れて参りましたの

で、エールのもと声高らかに披露させて頂きます。 

末筆ながら、仙台と北海との深い絆を想い、貴会の益々のご発展と、皆様方のご健勝

を祈念致しましてご挨拶とさせて頂きます。 
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１１【 群馬県立太田高等学校 】 

 

 

 

 

 
 

 

太田高等学校校歌は，明治３７年ごろに制定されたといわれています。

初代校長の三浦菊太郎先生が，第二高等学校の同窓生である土井晩翠先生

に校歌の作成を依頼し，当時の太田中学校の所在地ならびに周辺の地図や

太田に関する資料を送りました。土井晩翠先生は，一度も太田に来ること

なしに，地名や歴史を織り込んだ甲（行軍歌）と乙（式場歌）の校歌二曲

を作りました。こうしてできあがった校歌は，１００年以上にわたり太田

中学校・太田高等学校の生徒に歌い継がれていきました。太田高等学校校

歌は，群馬県内の高等学校校歌としては最古のものです。 

ちなみに昭和１７年５月６日，偶然にも土井晩翠先生が太田中学校に訪

れて講演を行いましたが，その際生徒が誇らしく高らかに式場歌を歌い，

土井晩翠先生は校歌をじっと聞きほれていたそうです。 

本日は，土井晩翠先生に聞いていただいた太田高等学校校歌乙（式場歌）

を披露いたします。 

 

１２【 仙台市立秋保小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋保小学校は、明治６年に前身となる学校が開校した歴史ある学校です。

秋保という地名も古くから知られており、紀貫之の古今和歌集にも「秋保の

里」が記されています。校木はヤマモミジで、春には薄紅に芽吹き、夏は緑、

秋は鮮やかな紅葉となります。校章は昭和２３年に制定され、「山紫水明の

地、偉人傑士を生む」と伝えられているとおり、秋保からは政治家・教育者、

その他多数の方々を輩出していることをイメージしたそうです。郷土を愛す

る情熱を、赤の正三角形の大東岳。潔白な心を白の山桜に例え、コバルト色

の葉で健康を表し、躍進する秋保の姿を現しています。 

さて、校歌についてですが、秋保の名勝ともいうべき大東岳と秋保大滝を１

番に、磐司岩と秋保温泉を２番に配し、秋保小のみならず馬場小・湯元小で

も歌えるようにしています。つまり、秋保地区三校共通の校歌であり、秋保

地区の誰もが卒業後も親しく口ずさむことができるようになっています。 

さらに３番には校訓である「強く・正しく・明朗に」の一説が入り、秋保っ

子の気概と誇りの高さを垣間見ることができます。 
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１３【 愛知県新城農蚕学校 】 

 

 

 

 

 

 
 
愛知県から「新城農蚕学校」の校歌を紹介させていただきます。４回目の参加となり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 
さて，「新城農蚕学校」の「蚕」は，絹糸を紡ぎだす「かいこ」という虫を意味します。

私たちの新城は，古く１千年以上前から，伊勢神宮に絹糸を献上してきた土地で，土井
先生がこの校歌を作られた大正時代頃までは，「かいこ」から糸を作り出す養蚕が盛んで
した。ところが，明治に入り，糸の献上は廃止され，今や「かいこ」を育てる家はかろ
うじて１件を残すのみ。養蚕学校自体も 60 年以上前に廃校となり，校歌として歌われる
ことは，もうありません。同窓会も 10 年ほど前に解散していると聞きました。 
 そんな中，ふるさとの文化資源の掘り起こしの中，かつて新城市内に存在していた素
晴らしい校歌を，より多くの人々に再認識していただくきっかけとなるよう，この会に
参加させていただいています。 
 作曲は，「春は名のみの風の寒さや‥，」モーツァルトを思わせる芸術歌曲として名高
い「早春賦」で名を残す中田章氏。作詞の土井先生とのコラボレーションは，大正時代
の日本の望みうるハイレベルな組み合わせと言えるでしょう。新城市内では他にも「あ
めふり」や「シャボン玉」といった童謡を作曲した中山晋平，「同期の桜」を作曲した大
村能章といった日本を代表する大作曲家の手になる校歌もかつては歌われていました。
この「新城養蚕学校」校歌も含めて，芸術的価値の高い校歌は，学校が失われようとも，
地域の歌・市の歌として親しまれ，受け継がれていくことを望んでいるところです。 
さて，本日お聞きいただく校歌の冒頭は，次のように始まります。 
「歴史に名高き戦場近く，産業豊かに地の利を占むる」 
私たちの街の誇りでもある，織田信長が天下無敵の武田の騎馬隊を３千の火縄銃を駆

使して破ったと伝えられる長篠・設楽原の古戦場には歴史ファンが集い，また，今まさ
に新東名高速道路のインターチェンジも完成し，土井先生の残した詩を，再びかみしめ
るべき時が到来したような気がしています。それでは，ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝのｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲の第
1 楽章の戦慄を思わせる凛とした佇まいを持った「新城農蚕学校」校歌，是非ご鑑賞い
ただければ幸いです。 

１４【 長野県岡谷工業高等学校 】 

（一般社団法人）長野県岡谷工業高等学校同窓会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡谷工業高校は、長野県岡谷市にある工業高校です。製糸業が隆盛を極め

ていた明治の末期、平野村（現在の岡谷市）では次代を担う人材を育成する

学校設立の機運が高まり、明治４５年４月に生徒数１２０人、水田 1,000

坪、桑畑 1,500坪の広大な規模で、平野村立平野農蚕学校が設立されました。 

 その後、平野蚕糸学校→諏訪蚕糸学校→岡谷工業学校と改称し、昭和２２

年、現在の長野県岡谷工業高等学校となりました。 

 校歌は、昭和１３年長野県岡谷工業学校に生まれ変わったとき、校長の小

川を通じ、土井晩翠先生に作詞を依頼。作詞にあたっては、 

＊蚕糸学校から工業高校への転換 

＊校舎から一望できる富士山・八ヶ岳・諏訪盆地の様子 

を盛り込むよう依頼されました。 

 校訓は『至誠一貫』、『質実剛健』、『技術者たる前に人間たれ』で、この精

神は脈々と現在も継承され、22,000 余の卒業生は地元産業界を始め広範な

分野で社会の発展・向上に貢献しています。 
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１５【 滋賀県立八幡商業高等学校 】 

滋賀県立八幡商業高等学校近江尚商会（同窓会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県立八幡商業高等学校は、近江商人発祥の地のひとつである近江八幡

市にある。明治１９年（1886 年）に滋賀県商業学校として創立され、創立

１３２周年を迎える伝統校である。かつて大宅壮一氏が「近江商人の士官学

校」と称し、卒業生は国内経済界は勿論、各界や海外で活躍し、多くの著名

人を輩出、これまでに約 23,000人の卒業生を輩出している。 

現在、学年６クラス（商業科４、国際経済科１、情報処理科１）を配する

中規模校である。現在においても、本校創立の精神や意義等が継承され、先

進的な取組を実施している。なかでも特徴的な取組が、「近江商人再生プロ

ジェクト」である。現代、次代の「近江商人」を輩出していくために、この

プロジェクトを立ち上げた。近江商人の精神や商法（手法）等を実践的に体

得し、経済・商業人として、将来必要となる企画力、開発力、計画力、実践

力等を身に付け、将来、全国ひいては世界で活躍する人材となってほしいと

いうのが目的である。その他にも、現在、商業教育の活性化に向けたさまざ

まな取組を実施している。 

 最後に、商業のあるべき道や近江商人の精神などが歌詞のなかに込められ

ている校歌は、明治４０年１１月１日に制定され、幾多の歴史の変遷があっ

たなかでも、変更されず、現在も在校生と同窓生が一同に唱歌できる自慢の

校歌である。 

１６【 大阪府立北野高等学校 】 

大阪府立北野高等学校内 六稜同窓会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北野高等学校は大阪市の北部淀川区新北野２丁目にある府立高等学校で

あり、その創立は 1873 年（明治６年）に遡り、大阪府で最初に設立された

欧学校を起源とします。今年で創立１４５年を迎える歴史と伝統の中で、ア

カデミックな教育と文武両道を重視した教育を育み、幾多の有為な人材を世

に輩出してきております。平成２６年度には文部科学省から「スーパーグロ

ーバルハイスクール（ＳＧＨ）」に指定され、これまでの伝統と近年の先進

的な取り組みに培われる「北野の教育」をさらに充実させて取り組んでおり

ます。この北野高等学校の同窓会をその校章に因んで「六稜同窓会」と称し

て活動を行っております。 

 本校の校歌は、大正天皇即位大典記念の一つとして大正４年１１月に制定

されました。当時の梶山校長が作詞を第二高等学校（現東北大学）教授土井

晩翠氏に依頼し、同氏の歌詞を基に作曲を東京音楽学校（現東京芸術大学）

に依頼し、同校の岡野貞一教授が担当して完成したものです。なお、この晩

翠氏の歌詞は同氏の詩集「曙光」に収められています。 
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